
ＰＴＡ各委員を引き受けてくださった保護者の皆様に感謝いたします 

運営委員会（5/25）へのご出席ありがとうございました。 
 年々ＰＴＡ役員や各専門委員の受け手が減少していくなか、快く引き受けてくださり、本当

にありがとうございます。活動を通じて、保護者同士のつながりが生まれ、子どもの気持ちを

少しでも元気に盛り上げることができれば素晴らしいと考えております。菊地ＰＴＡ会長も挨

拶でおっしゃられていましたが、「昨年まではこうだったではなく、今年できることを無理せ

ずに行う鷲中ＰＴＡスタイル」を目指しますので、力をお貸しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も３校協働体制 第１回鷲別中校区小中一貫教育推進協議会5/20 

  小中間の円滑な接続、指導方法の交流を通じた学力の向上、中１ギャップ問題の解消などを

目指し、今年度も鷲別中学校区において、３校が協力してさまざまな取組を行っていきます。

 そこで、第１回目の打合せが鷲別中学校で実施されました。今年度は、9年間で身に付けさ

せたい学習規律や生活習慣の系統表、教育グランドデザインの完成と実践を目指します。 

 さらには、校区における学級集団の特性などを調査し、長所と課題を明らかにした上で、長

期的な視点で共通の指導を行っていきます。取組の様子は、今年度も「わかわし通信」でお知

らせします。 
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【求める１５歳の姿】 
受け入れ合い 
  支え合い 
    高め合う生徒 
～互いの考えや意見を尊重

した発言・意見を通して～ 

 

鷲鷲  中中  

   

鷲別中学校区 小中連携推進事業全体構造図

＜鷲別中学校区が目指す15歳の姿＞

＜小中９年間で育成を目指す生徒像＞

受け入れ合い、支え合い、高め合う生徒
～互いの考えや意見を尊重した発言・行動を目指して～

鷲別中学校区における主な共通実践項目

１ 「意見を伝える（表明）」力の向上に向けた取組（ほっと）

「援助希求的態度の育成」

問題や悩みを抱えて自分では解決しきれないと感じたときに、誰かに相談したり、助けを求めたりしようとする態度

A 返事、感謝、応援、心配、謝罪など、教師や児童生徒が日常的に適切な言葉を用いることができるよう全教育活動の場で徹底する。
B 言葉を考える時間を確保し、全員が意見交流する場面を適宜設定する。
C 日直らの１分間スピーチの実施

２ 「難しいことでも、失敗を恐れずに挑戦している」態度の向上に向けた取組（全国学力・学習状況調査）

「ストレス対処スキルの育成」

ストレスに対する自己管理を効果的に行うようにすることを目的とした働きかけ

D 直面する課題が何に由来し、何が起ころうとしているのかを説明・理解できる状況をつくる。（見通しをもつことができる）
E 活用できる資源や状況を十分に把握し、日常生活、授業、自主学習等でいつでも活用できる状況をつくる。（成功を目指し、試行錯誤する）
F 成功や失敗を見つめ直す機会を設けて、努力の結果や失敗の原因を自覚できる場をつくる。（振り返る）

３ 「自分と違う意見について考えるのは楽しい」態度の向上に向けた取組（全国学力・学習状況調査）

「支持的風土の醸成」

「友達の話をじっくり聞きたい」「自分の考えをしっかり聞いてもらえる」と感じることができる学級集団及び温かい人間関係

G 多数決ではなく、相手の立場や考え方を知る機会を設けて全体の決定を行う
H レジリエンス（否定的な言葉や表現方法の改善）の手法に触れる機会を設ける
I 読書習慣の育成による語彙や表現方法の増加及び向上を図る

①ソーシャルスキルの育成・定着
②TPOを踏まえた言語環境づくり
③ひなわしの木へのメッセージ掲示
④受容的態度で話を聞く姿勢の定着推進
⑤児童相互の個性への理解と尊重
⑥切磋琢磨できる風土づくり
⑦授業中に自分の考えを述べる機会の保証
⑧行事・委員会等全体の場で発表する機会の保証
＜配慮事項＞

・何でも話せる雰囲気づくり
・話し方と聞き方の基本を学ばせる
・相手を思いやって話す雰囲気づくり
・相手を意識した話し方と聞き方を学ばせる
・協働して話す、学ぶ雰囲気づくり
・効果的な話し方の基本を学ばせる
・交流学習でのソーシャルスキルの向上

小小連携の取組

・Web会議システム等を活用し
た交流活動

・自主学習(家庭学習)の教科別
学習方法の協議、児童への提
示

・両小学校間における鷲別中学
校区「学習のきまり」系統表
及び「学校と家庭で子どもた
ちに習慣化させたい１０項
目」(小学校部分）の内容検討、
児童への提示

①返事・挨拶
②張りのある声ですらすらと音読
③授業、生活中の発言機会の保証
④発言したいと思える授業計画
⑤スピーチの実施
＜配慮事項＞

・挨拶、返事の習慣化
・音読
・授業で教師がわざと間違え、理由を言わせるように
するなど、先生対児童全員で討論する場の設定

・「声の大きさ」「すらすら話す」ことの習慣化

小中連携・小中一貫の取組

●小中連携推進教育委員会 ●小中連携全体交流会 ●相互授業参観 ●新入生体験入学・部活動見学会
●新入生保護者説明会 ●各種アンケートの実施 ●中１ギャップ問題未然防止事業 ●アセスメント交流（ほっと等）
●児童会、生徒会相互の連携事業 ●鷲別中学校区(鷲別小学校・若草小学校・鷲別中学校)「学習のきまり」系統表の提示、指
導の徹底 ●学校と家庭で子どもたちに習慣化させたい１０項目の提示、指導の徹底 ●自発的な学習習慣の形成、定着に向

けた手立ての計画・実施 ●9年間の児童生徒の経過観察(CRT、NRT)

鷲別中の取組
①返事、感謝、応援、心配、謝罪など、教師や児童生徒が日常的に適切な言葉を用いることができるよう全教育活動の場で徹底する。
②言葉を考える時間を確保し、全員が意見交流する場面を適宜設定する。
③「挨拶・返事・拍手の奨励・徹底」を行う。

具現化に向けた３校の取組の具体

鷲別小の取組 若草小の取組

中学校区の課題
〇相手や場に適
した言動の習
慣化

〇生活・学習に
おける言葉の
理解力の向上

〇適切な家庭学
習方法の定着

 

各校で協議を重ね、完成させま

す。そして、３校で同じ実践を

行い、９年間の接続を円滑なも

のにします。 

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

家の人と一緒に，明日の
持ち物をそろえる。

自分で明日の持ち物をそ
ろえる。

その日もらったプリント
を家の人にわたす。

学校のプリントの提出日
を家の人に伝える。

自分の持ち物を整理整頓
してなくさない。

提出物があるときは自分
から受け取る。

その日の荷物をそろえて
机の中にしまう。

忘れ物があるときは自分
から先生に伝える。

提出物は朝の うち に決
まった場所に出す。

決まった時間から朝読書
に取り組む

次の学習に必要な道具を
机の上にそろえる。

水飲み、トイレを済ませ
る。

移動や身支度を終える。
始業前までに忘れ物を伝
える。

準備が終わったら席に着
いて待つ。

次の学習の教科書を見な
がら静かに待つ。

元気よくはじめとおわり
のあいさつをする。

おしゃべり，手遊びをし
ない。

きれいな姿勢で授業に取
り組む。

背筋を伸ばしてきれいな
姿勢を続ける。

聞こえやすい大きさの返
事や発表を行う。

ものごとを説明する話し
方を身に付ける。

わかりやすい言葉や表現
を選んで話す。

語尾まできちんと話す。
相手や場にふさわしい敬
語で話す。

順序よく話す。話型を身
に付ける。

大きさ、重さ、方向等の
概念を交えて話す。

内容の順序を整理して考
えを述べる。

話す人に体やひざを向け
て聞く。

疑問点やわからないこと
を相手に伝える。

聞かれていることが何か
を考えて聞く。

「同じです」「別の答え
です」と伝える。

「同じ」、「違う」理由
を考えて見つける。

話す人の意図することを
想像して聞く。

聞
き
方

鷲別中地区（鷲別小学校・若草小学校・鷲別中学校）　　「学習のきまり」学年系統表

家
庭
で
の
準
備

宿
題
・
　
家

庭
学
習

授
業
中

話
し
方

登
校
後

授
業
前

中学校のテスト期間に合
わせて、テスト対策学習

を行う。

自分から毎日家庭で学習
する習慣をつくる。

宿題，自主学習に取り組
む習慣をつくる。

◎受け入れ合い、支え合い、高め合う生徒 ～互いの考えや意見を尊重した発言・行動を通して～【鷲別中学校区が目指す１5歳の生徒像】

敬語を用いて場面や心情
等を考えながら発言する

ことができる。

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森 渓人（もりけいと）さん母校に帰る 

３週間の教育実習（5/23～） 
野球部の指導も行っています！ 

 

 

 

 

 
大学：東海大学４年 

教科：社会科 

卒業：２０１５年度卒業 

生徒の印象：明るくメリハリのある生徒が多い 

好きな給食：カレーライス 

生徒の皆さんにメッセージ：楽しむところは楽し

み、メリハリの利いた毎日を送ってください。 

 

  

２年生、いざ小樽市へ 

宿泊研修(6/29-30)の取組開始 

 修学旅行が無事終了しました。２年生も

この流れに乗り、日程どおり無事に研修を

行うことができるよう、具体的な取組を開

始しました。この日はバス座席やきまりの

確認を係の生徒が進めていました。 

 

  

模造紙不要の修学旅行報告会 

Chromebookでスライド作成 

 ひと昔前までは、グループ学習のまとめ

といえば「マジックと模造紙」が必需品で

したが、今そのようなことを口にしたら生

徒に笑われる時代です。手際よくパソコン

で文字と画像を取り込み、スライドをどん

どん作成し、更には効果音を付け完成させ

ます。発表のしかたも、コント風にしたり

ニュースキャスター風に読み上げたりと工

夫された内容でした。 

 

  

  

  

  

体育大会(7/12)に向けた練習も開始 

今年も入江公園陸上競技場で（観覧可） 
 この記事を書きながら、「なぜ学校はこんなに

も多くの行事を、しかも忙しい思いまでして行う

のか」考えています。結論は「心を育てる」こと

に行き着くのでしょう。逆に言うと、活動ありき

では教育目標の達成がぼやけてしまいます。体育

大会を行う意図を生徒にしっかりと伝え、学級が

一致団結できるよう取り組んでまいります。 

 

  

  

開会式 9:25～ 競技開始9:45～ 

保護者の観覧可能です。（場所指定） 

弁当持参です。 

密を避けるため、１クラス1台の貸し切

りバスで移動します。１人１０００円の

バス料金を集めます。（後日文書配付） 


